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■会 長 ：松 平 實 胤 

■幹 事 ：丹 羽 敬 昇

■公共 ｲﾒｰｼﾞ向上副委員長 
 ：下 平 征 司 

 

第２９９２回  例  会 （ Ｒ７． ５． ２７ 火 曇り/雨 ☁☂ ） 

点 鐘 松平 實胤会長 

R . S 手に手つないで 四つのテスト 

幹事報告 丹羽 敬昇幹事 

下記クラブは法定休日又は定款による休会又は 

クラブ都合により（メーキャップ受付なし）です 

クラブ名 例会日（曜） クラブ名 例会日（曜） 

岩 倉 6月 3 日(木)   

下記クラブは例会変更です 

クラブ名 例会日（曜） 場所（変更理由） 

可 児 6 月 5 日(木) (例会場変更) 

☆5 月 27 日（火）本日例会後理事会 

☆6 月例会のご案内 
 6 月 3 日（火）犬山 C.C. 

 6 月 10 日（火）犬山市民交流センターフロイデ 
  ＊例会後 理事会・C.A.あり 

6 月 20 日（金）18：00～最終例会 名鉄小牧ホテル 
※開催場所・日時にご注意下さい 

☆地区 HP と地区 SNS のご案内（＊先週プログラム添付） 

＜一部抜粋＞ 
当地区では地区のホームページならびに各種 SNS にて、
各クラブの事業の発信や、地区の紹介をしています。 
このたび新たに「LINE 公式アカウント」を新設。クラブ
会員様におかれましては、是非公式アカウントへの友だち
登録をしていただくとともに、お知り合いに広めていただ
き、会員増強への一助としていただきたく存じます。 

出席報告（日比野健委員） 

出席率 85.71％ 

会員 50 名 出席 42 名 欠席 8 名 

欠席者 岩沢修之君 簑島弘賢君 中村大輔君 

新井田雄作君 野村憲治君 四方英城君 

谷定貴之君 

前例会の修正(5/20 分) 

日比野健君(5/9 春日井 RC)鈴木一成君(4/20 地区研修･

協議会)髙橋秀治君(5/15 東京ﾋﾟｰｽｳｨﾝｸﾞ REC)谷定貴之

君(4/20 地区研修･協議会) 

以上 77.55％を 85.71％に修正 

ニコボックス（日比野健委員） 

松平實胤君 「即今 当処 自己」今 ここで 自分は 何

をするか 今を 精一杯生きる 

地区研修･協議会に出席の皆様、極めて集

中して精一杯受講された皆様に敬意を表

します 

（同文にて）澤田禅君 丹羽敬昇君 梅田佳和君 

奥村正幸君 松平会長、この度は寂光院聖徳殿の落慶

法要お目出とうございました。 

益々のご活躍をお祈り申し上げます。 

奥村正幸君 在籍 38 年を喜んで！ 

宇佐美芳樹君 皆出席 8 年を喜んで！ 

祝 福（大原隆一委員長） 

おめでとうございます！！ 

会員誕生日 岡田 雅隆君 5 月 27 日 

会員誕生日 日比野 健君 5 月 30 日 

在 籍 38 年 奥村 正幸君 5 月 31 日 

 

✿✿ 在 籍 おめでとうございます！✿✿ 

 

✿✿ 誕生日おめでとうございます！✿✿ 

 

会 長 挨 拶（松平 實胤会長） 

＜逃げることのできない、今この場所で、さあどうする？＞ 

先回は 2025 年度・26 年度、米山奨学生 アディカリ
ボハラ プジャさん（ヒンドゥ教徒）をお迎えしました
ので、「食べていいもの・悪いもの、宗教の禁忌」を
ユダヤ教、イスラム教、ヒンドゥ教を例に上げてお話
し致しました。ではキリスト教、仏教はどうかという
ことです。 

※キリスト教 

イエス・キリストはユダヤ教徒です。しかし、ユダヤ教の厳
しい律法に異議を唱えたので、磔刑に処せられました。その
後十二使徒を始めとする人々が、イエスの教え（新約聖書）
を拡めます。以後、ユダヤ教の聖書は「旧約聖書」と呼ばれ
るようになります 
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キリスト教には食のタブーは殆どありません。信仰

する民族・国家が世界中に多種多様であり、キリスト

教全体で統一的に禁止しているものはありません。基

本的にキリスト教徒の個人の好みに合わせて自由に食

事をしています。 

 

仏教の「不殺生戒」と食のタブー 

 次に仏教ですが、「現在の日本の仏教」に限れば、

食のタブーは殆どありません。なるほど明治維新まで

は肉、魚のような生臭を避け、精進料理でしたが、こ

の精進の考え方は仏教が中国に伝来以後のもので、そ

の中国仏教の影響で日本にも精進料理が定着しました。 

もともと 2500 年前のお釈迦様の時代は托鉢で「供

養（布施）」を受けて修行されていました。信者の精

一杯の供養ですから、すべて残さず食されました。海

辺の町では海の幸もあったでしょうし、山あいでは山

の幸です。 

ただし、仏教には不殺生戒がございます。「殺すな

かれ」ということです。当然人を殺すことは絶対禁止

命令です。しかし、お釈迦様は霞を食って生きられた

筈がありません。お肉もお魚も果物もお野菜もすべて

「生命」持てる自然の恵みです。「不殺生戒」をお釈

迦様自身守れっこありません。さて、「戒」はインド

の言葉で「シーラ」といい、直訳すれば「善い習慣を

身につけること」という意味です。ということで、「不

殺生戒」は「生きとし生けるものを大切にする善い習

慣を身につける」ということです。私達は「自分以外

の人・モノ・環境に支えられて生かされている」とい

う謙虚さと、感謝の気持で「生命持てる食材」を大切

に頂戴することを教えられています。 

したがって、現在の日本仏教で食のタブーはありま

せんが、僧侶には「食作法」が厳しくしつけられます。

身近に言えば、お料理の段階で「食材を無駄なく大切

に使い切る」、食前の「いただきます」「ごちそうさ

ま」は当然のことながら、食べ散らすことなく、残さ

ず綺麗に戴く」ということでしょうか。（「勿体ない」

ことを避ける、これが基本） 

幻の食材「スーカラマッダバ」 

さて、お釈迦様は托鉢途上、インドのパーバーとい

うところで、チュンダという方の供養を受けられます。

しかし、激しい下痢をされたそうです。実は幻の食材

スーカラマッダバ（毒性のきのこ？）が原因であった

ようです。しかし、お釈迦様はチュンダの精一杯の供

養だったことを十分承知してみえましたので、チュン

ダをかばわれます。更に、お釈迦様はチュンダに非難

が及ぶことを想い、激しい下痢の中を隣の町クシナガ

ラ迄歩かれるのです。そこで力尽きられます。 

「誰だって・今・ここを変更できない」 

（松平實胤意訳©） 

付き従う弟子（アーナンダ）が「お釈迦様ほどの方

がこんな淋しい場末の街で亡くなるべきではない」と

泣くのですが、お釈迦様は「私の臨終の地として、ク

シナガラは私の記念すべき場所となった。誰だって今

ここを変更できない（松平實胤意訳©）」とおっしゃ

っています。 

「即今、当処、自己」 

そして最期の、最期の、最期の言葉は「時は移りゆ

くものである。怠ることなく精進せよ」でありました。 

 私達の生き方はどこまでも、「今・ここ・私」です。

「即今、当処、自己」「逃げることのできない、今こ

の場所で、さあどうする？」 

この一瞬一瞬が人生ということでしょうか。 

 

2025～2026 年度のための地区研修・協議会報告② 

（2025-26 年度幹事 近藤 俊也君） 

◎第 3 分科会（報告；国際奉仕） 

2025-26 年度 副幹事 宇佐美 芳樹君 

テーマ：広めようロータリー・奉仕の力 

 

国際奉仕委員会に代わりまして、代理として第 3 分

科会に出席して参りましたので、ご報告させていただ

きます。 

 まず話として、前半に総論の話がありまして、後半

が各論として具体例の話がありました。 

 まず、前半の総論部分の方からお話をさせていただ

きます。 

 地区の国際奉仕委員会として、4 つのことを重視し

てやってほしいという話がありました。 

 まず 1 つ目が、職業奉仕と国際奉仕活動の連携。 

 これはどういうことかと言いますと、ロータリーに

よっては、国際奉仕活動っていうのがほとんどできて

いないという状態もあるようで、まず取っかかりとし

て、ロータリーに所属してる会社の海外とのネットワ

ークを利用して国際防止活動やってみてはいかがかと

いう話です。 

 ちょっと犬山とは関係がないのかもしれませんが、

という話がありました。 
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 で、次が国際奉仕活動のパッケージ化。これ何かと

言いますと、1 つ 1 つのものをパンと寄贈したりとか

そういうことではなく、1 つのパッケージとして寄贈

するというやり方をやっていってほしい。 

 これは具体例として後半で話がありましたので、ま

たそこで話をさせていただきます。 

 3 番目が、国内における国際奉仕活動です。例えば、

海外の奉仕活動で活動するだけではなく、各ロータリ

ーの地区に国際交流協会とかそういった海外のコミュ

ニティもあるので、そういったところと一緒に国内で

何かをする、これも国際奉仕ではないのかということ

で、そういった活動を推奨されておられました。 

 最後は、グローバル補助金や補助金の活発な活用と

いうことで、うまく利用してやってくださいというこ

とです。 

 後半では具体例の話がありました。今回、地区の国

際奉仕委員会の副委員長が、矢場とんの鈴木社長、名

古屋宮の杜 RC に所属しているんですけど、1 つの名

古屋宮の杜 RC としての具体例として、矢場とんがカ

ンボジアでやっている保健室プロジェクトというもの

を名古屋宮の杜 RC が引き継いで一緒にやってるとい

う話をされておられました。 

 どういうことかというと、これがパッケージ化とい

うとこに関わるんですけども、カンボジアというのは

学校の保健室が無いような状態で、例えば日本では当

たり前のように行われている身長とか体重とか、1 年

の時はどう、2 年の時はどうこういう記録に残すと、

そういう文化すらないような地域柄ということで、例

えば日本からそういう文化を持ち込んで、さらにバン

ドエイドとか日本の薬局で売っているような簡単な薬、

これを渡すだけでも保健室として十分な機能をカンボ

ジアでは発揮する、こういったものを 1 つのパッケー

ジとしていろんな学校に寄贈していくという活動を名

古屋宮の杜 RC ではやっているということでした。 

 最後にですけど、合わせて名古屋宮の杜 RC の鈴木

社長の方から、ぜひともこれを名古屋宮の杜 RC だけ

ではなくていろんなロータリーと一緒にやっていきた

いという話がありまして、時期が来たら各ロータリー

に対してまた案内を出したいということをおっしゃっ

てました。 

 実際に会場では、名古屋丸の内 RC とか、そういっ

たところが、もう早々に一緒にやりたいという意思表

示もされていましたので、もし犬山 RC でも興味があ

れば参加したらいいのかな思います。以上です。 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

◎第 4 分科会（報告；社会奉仕） 

2025-26 年度国際奉仕・ロータリー財団副委員長 

大原 隆一君 

テーマ：地域社会を支えるために、共に学び、 

共に成長しよう 

～地域の未来を共に創造するために～ 

第 4 分科会は社会奉仕事業がテーマです。各クラブ

の社会奉仕、環境保全、RCC（ロータリー地域社会共

同隊）、奉仕プロジェクトの各委員長が受講対象で、同

事業の 3 つの柱「社会奉仕部門」「環境保全部門」「RCC

部門」について、具体的な事例を交えながら、わかり

やすい説明がありました。特に環境保全や RCC は、

普段耳慣れない事業であり、興味深く説明を受けまし

た。 

 

まず１つ目の柱「社会奉仕部門」は、各クラブの一

般的な社会奉仕活動をサポートします。主な活動内容

は、社会奉仕委員長会議の開催、年度現況調査報告書

の取りまとめ、及び卓話要請への対応です。 

社会奉仕委員長会議は、年 2 回の開催を予定してお

り、第 1 回会議（11 月）では、新たな気づきを得られ

るよう、講演会、事例発表、及び懇親会を行います。

第 2 回会議（2 月）では、社会奉仕活動をテーマに、

ファシリテーターの進行により、ディスカッションを

行う予定です。 

また 2025-26 年度終了後には、各クラブから具体的

な活動内容について情報提供を受け、当地区内の活動

を取りまとめた現況調査報告書を作成します。この報

告書は、地区ホームページからダウンロードできるよ

うにします。なお、2024-25 年度版は 7 月頃にアップ

する予定です。 

その他、各クラブからの要請を受け付け、社会奉仕

委員会事業に関する理解促進を図り、事業に対する機

運醸成に努めます。 

次に 2 つ目の柱「環境保全部門」は、当地区各クラ

ブが取り組んだ環境保全事業の内容を共有し、新たな

企画・取り組みが生まれるようにバックアップします。 

各クラブの取り組みを大きく分けると、「環境美化・

清掃活動」「植樹・緑化・自然再生活動」「環境教育・

講演活動」「里山自然保全活動」「表彰・顕彰活動」の

5 つに分類できます。 

これらの事業を参考に、新たな企画・取り組みを検

討する際には、①短期的でなく長期的な視点 ②一面

的でなく多面的な視点 ③表面的でなく根本的な視点、

の 3 つの視点を念頭に置くようにお願いします。 

最後に 3 つ目の柱「RCC（ロータリー地域社会共同

隊）部門」ですが、社会奉仕委員長会議のアンケート

によると、残念ながら 23％が、これまで RCC の事業

内容を認知していませんでした。 
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RCC とは、ロータリーの奉仕理念と同じ熱意を持つ、

ロータリアン以外の集まりです。柔軟に奉仕活動を行

い、地域の課題を共に解決する、ロータリーの重要な

パートナーです。 

地域の人々をロータリーの奉仕活動の輪に巻き込み、

共に行動することで、地域におけるロータリークラブ

の確固たる存在をアピールすることができます。つい

ては、各クラブにおいて RCC の提唱を検討してほし

いと考えています。 

以上、3 つの柱を中心に、社会奉仕事業の進め方に

ついて説明を受けました。当地区では、ほとんどのク

ラブで RCC、環境保全を専任する委員長は不在ですが、

非常に意義深い事業であると感じましたので、これを

機に強く意識して取り組みたいと思います。 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

◎第 5 分科会（報告；職業奉仕） 

2025-26 年度職業奉仕委員長 鈴木 一成君 

テーマ：われらロータリアン力を合わせて地域に奉仕 

    「職業奉仕」の心のもとに 

 

地区研修協議会第 5 分科会に出席をして参りました。 

第 5 分科会は我らロータリアン力を合わせて地域に

奉仕「職業奉仕」の心のもとにと言うテーマでお話し

を頂きました。冒頭で次期地区ロータリー奉仕副委員

長の加藤厚さんから挨拶があり、次に次期地区職業奉

仕委員長の加藤徹さんから職業奉仕委員会の方針説明

があり、昨年に引き続き四つのテストに照らし合わせ

た会社案内を推奨していこうということでした。 

続いて職業奉仕委員会のメンバーの紹介があり、次

期職業奉仕副委員長から四つのテストと職業奉仕をテ

ーマに、職業奉仕とは四つのテストとはロータリアン

として宣言、ロータリアンとして実践についてお話が

ありました。 

具体的な内容としましては、人の役に立つ仕事を通

して利益を上げて、その利益の一部をロータリアンと

して各種奉仕活動の財源としているのがロータリーの

活動である。国際ロータリーのサービスという言葉を

日本では奉仕と訳しておりますが、奉仕とは自己犠牲

ではなく人の役に立つ働きを言うとのことです。自己

犠牲を伴って奉仕をしても永久に続かないので、自分

も利益を上げながら世のため人のためやっていきまし

ょう、という事が職業奉仕の根本的な考え方であると

いうことです。 

とはいえ、お金儲けと奉仕が、結びつけにくいので

二人の偉人の言葉で説明されました。 

一人は二宮金次郎の言葉「経済なき道徳は戯れ言で

あり、道徳なき経済は犯罪である」を引用して経済力

が無い状態で人のために何か行動しようとしても限界

があると、儲かれば人様の幸せなど関係ないという考

え方でビジネスをすることはロータリアンとしてはど

うでしょうかということを説いておりました。 

二人目は日本の経済の基盤を作った渋沢栄一の「動

機を伴った利益を追求せよ」みんなに喜ばれることを

やって利益を出していこう、自分より他人を優先し公

益を第一にせよ、ということで、お金儲けすることと

世の中に尽くすことを両立しなさいということを説い

ておりました。 

つまりお客様に満足していただけるように清く正し

く仕事をして、さらに安定した利益が得られようビジ

ネス方法を工夫するということが大事である。と二人

の言葉を引用してわかりやすく説明されましたが、実

際に実践となると難しいので、ここでロータリアンに

提唱されている四つのテストを自分の会社に当てはめ

て考えてみるとヒントになるのではないかということ

でありました。 

この説明に続いて、四つのテストに照らし合わせた

会社案内、会社経営の事例として 2 組の会社の説明が

ありました。この発表を参考にそれぞれのクラブの職

業奉仕担当例会において卓話形式で進めていただけれ

ばということでしたが、それぞれのクラブのやり方が

あると思いますのでどんな形式であろうとも、四つの

テストを常に照らし合わせて行うことを念頭に置いて

やっていただけると幸いとのことでした。 

最後にまとめとして次期地区副幹事の本田さんより

講評があり閉会となりました。 

以上、職業奉仕委員会の報告とさせていただきます。 

 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

◎第 7 分科会（報告；青少年奉仕関係） 

2025-26 年度 

青少年･社会奉仕･米山記念奨学委員長 

保浦 博志君 

テーマ：貢献しよう 青少年とともに・・・ 

 

開会の挨拶 次期地区副幹事 堀井慎二より始まり、

インターアクトは、12－18 歳で構成されており 2760

地区には、19 のインターアクトクラブがあり 31 ロー
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タリークラブが提唱されている。 

歴史をたどると第 1 号がメルボルン高校インターッ

トクラブ日本では、仙台育英高校が、1963 年に誕生し

ており翌年には、2760 地区で豊川高校があり、グルー

プホーム訪問、障害児への慰問。街の清掃活動 震災復

興支援活動など社会貢献活動をされております。 

この奉仕活動を通じて、以下の 4 つを学ぶことにな

っております。 

まず 1 つ目に指導力を高め誠実な人格を育成して

リーダーシップを高める。 

2 つ目 他者を助け、#他者を尊重することの大切さ

思いやりの心を学ぶ。  

3 つ目 各自の責任を果たし、懸命に努力することの

尊さ責任感、人間力を向上させます。 

4 つ目 国際理解と親善の推進を図り、個人として、

また団体として、進むべき道を開きます。 

RYLA セミナーは、本年度 97 名の参加。従来豊田

で開催していたが、今年度は 3 月 20‐21 日蒲郡にて開

催。案内文は 10 月に発送されます。 

青少年交換事業、16-19 の学生が海外に滞在し国境

を越えた友情を築き世界の人々と市民としての自覚を

養う 1 年の海外派遣を含めて 3 年のプログラム。 

問題点は、さまざまある。スポンサークラブの不足、

ホストファミリー不足、インバウントのイメージ、金

銭面などが考えられる。 

そして学友、プログラムに参加した皆さんが時間の

経過によりロータリーから離れてしまい、参加した時

のボランティア活動・社会貢献・国際貢献の重要性と

達成感を失くしていると思われ、プログラムに参加し

た経験者が委員会の垣根を超え、クラブ・地区の奉仕

プロジェクトや交流行事に幅広い世代の方に参加を呼

び掛ける活動を行い、ロータリーとの「つながり」を

保ち続けていきたい。 

ローターアクトは 18 歳以上の人たちが集まって、地

域社会のリーダーと意見交換をしたり、リーダーシッ

プと専門的なスキルを育んだりしながら、楽しく奉仕

活動を行う。 

インターアクト、学友、ロータリーアクトを通じて

次世代に繋げられるロータリアンの育成活動だと思わ

れる。 

自分の知らない世界や未体験の関わりが地区そして

ロータリークラブには多くあることを感じた。 

 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

◎第 8 分科会（報告；米山記念奨学） 

2025-26 年度 

青少年･社会奉仕･米山記念奨学副委員長 

  安達 寛益君 

テーマ：未来に向かって、世界平和の架け橋になろう 

地区研修・協議会 第 8 分科会（米山奨学委員会）

の報告をさせていただきます。 

まず内田次期地区スタッフの開会挨拶で始まり、続

いてリーダー挨拶がありました。25-26 年度も 24-25

年度と同様に神谷恵理さんが次期米山記念奨学委員長

となり米山委員会を進めていくという挨拶がなされ、

その後、DVD 鑑賞、各副委員会長の説明、グループ討

議という流れで会は進められました。 

 

リーダー挨拶では、25-26 年度第 2760 地区の奨学生

数は 50 名であると説明がありました。続く DVD 鑑賞

においては、地区委員会の PR 動画として編集された

動画が流され、米山奨学生の事業が母国との懸け橋に

なる人材の育成を通して世界平和へつなげる事業であ

ることを知ることができました。また動画の中で、RC

メンバーの方には、多文化の理解につなげるよう奨学

生と是非遊んでください。という投げかけもございま

して、私自身もカウンセラーとして、しっかりと奨学

生と接していかなければいけないと感じました。DVD

鑑賞の後、地区委員会の活動として、24-25 年度ベー

スでの年間流れについて説明がありました。 

続いて、寄付増進の説明においては、24-25 年度財

源は 14 億 4568 万円と一昨年と比べ飛躍的に増加しま

したと報告ありました。米山の寄付金には普通寄付と

特別寄付とある中で、昨年は特別寄付において、大口

寄付があった模様です。それは、名古屋名東 RC 会員

でホシザキ電機株式会社取締役会長の坂本様によるも

ので、それにより 2760 地区は寄付金額が日本で 1 番

となったと報告がありました。しかし、個人平均寄付

率では 8 位ととどまっているとの事で、特別寄付額を

増やし、25-26 年度の個人寄付額平均は 20,000 円を目

指すと発表がありました。 

続いて奨学生選考については、日程・手順・選考基

準について説明があり、25-26 年度奨学生は 56 名を目

指すとの事でした。その後、世話クラブ・カウンセラ

ーの役割について、説明がありました。 

一通りの副委員長の説明の後、グループ討議が行わ

れました。米山委員の方を含め 10 名程度のグループに

分かれ話し合いの時間が持たれました。各自の自己紹

介の後、米山奨学生とのかかわり方、奨学金の贈呈方

法、寄付金徴収等について討議が行われました。奨学

金が後日振り込みでクラブの例会内で贈呈されないク

ラブ。卓話以外で米山奨学生との関りがないクラブな

ど見られ、クラブ間でかなり色が違う印象を受けまし

た。また、寄付金は年会費から充当するするケースが

多く特別寄付金の徴収ではやはり徴収が難しいと話が

ありました。 

その後、青山ガバナー補佐よりまとめがありまして、

第 8 分科会は終了となりました。 

25-26 年も 10 月の米山月間がございます。またお声

https://www.hoshizaki.co.jp/
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を掛けさせていただきます。どうぞよろしくお願いし

ます。 

以上、第 8 分科会 米山奨学委員会の報告となります。

ありがとうございました。 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

（25-26 年度 近藤幹事） 

 

先週今週と 2 週に渡り、地区研修協議会の報告をさ

せていただきました。発表された 9 名の皆さん、あり

がとうございました。 

 いよいよ 7 月から次年度がスタートをいたします。 

 次年度福冨年度は「刺激ある変化を LETS TRY！」

をテーマに、皆さんと共に肌で感じることのできる刺

激ある変化を取り入れ、色々と試しながら、時代を見

据えた持続可能な魅力ある組織づくりを目指していき

たいと思います。 

 皆さんのご協力をよろしくお願いいたします。 

 

閉会点鐘挨拶（松平 實胤会長） 
 宇佐美さん、大原さん、鈴木さん、保浦さん、安達

さん、先程は地区研修会の報告、有難うございました。 

 

 

 

 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

＝本日のお食事＝ 

 

 

ご 報 告 

○RID2760衛星クラブ説明会 

5 月 23 日（金）ガバナー事務所において、衛星クラ

ブ説明会が開催され、25-26 年度福冨会長、近藤幹事

が出席されました。 

○春季米山奨学生学友合同研修会 

5 月 24 日（土）蒲郡商工会議所集合にて、春季米山

奨学生学友合同研修会（場所；蒲郡商工会議所/竹島水

族館）が行われ、米山奨学生アディカリ ボハラ プジ

ャさんと、安達カウンセラーが参加されました。 

  

 


